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国際的に死亡率推計に用いられている Lee-Carter(LC)モデルを日本の死亡率へ適用する
と、残差には系列相関が認められ、年齢と時代を軸にとった残差局面にはうねりのような
ものが観察される。Willet (2004)等が指摘するコーホート効果の可能性も踏まえながら
LC モデルの残差を分析し、LC モデルの拡張法をひとつ新たに提案する。 

 

セッション２ 信用リスクデータとリスク管理の実際 (15:05～16:50) 

信用リスク管理に関する最近の取り組み事例 
森田和樹 （金融工学研究所 調査開発部 チーフアナリスト） 

サブプライムショック以降、金融機関ではストレステストへの意識が高まっています。一
般的なストレステストの方法は、マクロ要因から直接 PD（デフォルト確率）にストレス
を与え、ポートフォリオのリスク量を計測しています。しかし、この方法では個別企業の
信用リスクを織り込んでいないため、ポートフォリオの特徴や弱点を捉えきれません。本
講演では、個別企業の信用リスクを考慮したストレステストの取り組み例についてお話さ
せていただきます。 

 
銀行の信用リスク管理と信用リスク分析の実務 
板垣治 （三井住友銀行 企業調査部 部長） 

 銀行では、行内格付制度により与信先あるいは案件毎の信用リスクの程度を適切に評価
すると共に、信用リスクの計量化を行い定量的に把握・管理している。与信先の格付は、
決算書等の データをモデルにあてはめて判定した財務格付を出発点として、 実態バラ
ンスシートや定性的な評価を反映して判定する。講演では、信用リスク管理の枠組みを紹
介した上で、リスク分析を行う上での実務上のポイントを説明する。 

 
パネルデータ分析による金融政策変更の影響の検証 

清水信宏 （日本リスクデータバンク 調査企画部 部長） 
リーマンショック以降実施された金融施策は,一時的に資金繰りが苦しくなった多くの企
業を救い,マクロの観点からも企業のデフォルト率の改善に影響を与えたと考えられてい
る．しかし、一方で,苦境から立ち直れそうもない企業の延命措置に過ぎないとの指摘も
ある．本分析では上記の政策の影響を受けたと考えられる先を一定の仮定の下で抽出し,
政策による財務改善効果について分析,考察を行う． 

 
セッション３ 信用リスク計測の新しい視点 (17:05～18:15) 

与信判断が確率変動する時の倒産企業の信用リスク値分布のモデル化 
大野忠士 （筑波大学ビジネスサイエンス系 教授） 

企業は信用リスク値がある一定の閾値（与信判断基準）を超えた時に倒産すると考 
えるのが自然である。ここでは信用リスク値と閾値が共に確率変動するものと考え、 
倒産企業分布のモデル化を試みた。 
 

回収実績データを用いた LGD および EL と計量化モデルの課題 
山下智志 （統計数理研究所 リスク解析戦略研究センター 教授） 

回収率や LGD の推計は、銀行の EL（期待損失率）や UL（非期待損失率）、バーゼルの
リスクウエイトを計算する上で重要である。日本独自の習慣である信用保証制度や根抵当、
デフォルト後の追加融資などは LGD 推計の大きな要因であるが、データをベースにした
統計モデルに反映することができていない。それをモデルに組み込む場合の問題点を解説
し、推計の方法論について提案する。 
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